
元気いっぱいＰＲします！（“水郷ひた”観光親善大使に任命された江藤愛 氏）

● 第63回大分県民体育大会

● 私塾「咸宜園」の世界遺産登録を目指して

● シンポジウム
 「森と文化を未来につなぐ」大会
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 ９月４日から13日にかけて、中津市を中心に県内各地で第63回

大分県民体育大会が開催されました。

 今年の大会は、日田市を含めた10市２町で開催され、日田市か

らは、33競技44種目に555人の選手・役員が参加しました。

 選手たちは各地で熱戦を繰り広げ、郡市対抗別総合成績は、昨年

に引き続き３位でした。
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世
界
遺
産
と
は

  

世
界
遺
産
と
は
、
地
球
の
生
成

と
人
類
の
歴
史
に
よ
っ
て
生
み
出

さ
れ
た
も
の
で
、
未
来
へ
引
き
継

い
で
い
く
べ
き
文
化
財
や
遺
跡
、

環
境
な
ど
世
界
遺
産
委
員
会
が
指

定
し
た
も
の
を
い
い
ま
す
。

 

 
日
本
で
は
現
在
、
﹁
法
隆
寺
地

域
の
仏
教
建
造
物
﹂(

奈
良
県
︶

な
ど
の
文
化
遺
産
が
11
件
、
﹁
屋

久
島
﹂(

鹿
児
島
県
︶
な
ど
の
自

然
遺
産
が
３
件
、
合
計
14
件
の
世

界
遺
産
が
登
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

 

 
ま
た
、
暫
定
リ
ス
ト
に
は
現
在

﹁
古
都
鎌
倉
の
寺
院
・
神
社
ほ
か
﹂

(

神
奈
川
県
︶
や
﹁
宗
像
・
沖
ノ
島

と
関
連
遺
産
群
﹂(

福
岡
県
︶
な
ど
、

12
件
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

 

日
田
市
の
取
組

 

 
市
で
は
、
５
月
25
日
に
﹁
日
田

市
世
界
遺
産
登
録
検
討
委
員
会
﹂

を
発
足
し
、
栃
木
県
足
利
市
の
足

利
学
校
、
茨
城
県
水
戸
市
の
弘
道

館
・
偕
楽
園
、
岡
山
県
備
前
市
の

閑
谷
学
校
と
連
携
し
な
が
ら
、
日

田
市
の
咸
宜
園
を
含
む
４
つ
の
教

育
資
産
﹁
近
世
日
本
の
学
問
・
教

育
遺
産
群
﹂
と
し
て
、
世
界
遺
産

登
録
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

   

学
問
や
教
育
と
い
う
分
野
で
登

録
を
目
指
す
こ
と
は
、
こ
れ
ま
で

の
世
界
遺
産
に
は
見
ら
れ
な
い
も

の
で
す
。

こ
う
ど
う

か
ん

し
ず
た
に

か
い
ら
く
え
ん
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地
理
的
に
離
れ
て
い
る
複
数
の

資
産
を
、
当
時
の
日
本
を
代
表
す

る
教
育
資
産
と
い
う
枠
組
で
捉
え
、

世
界
に
ア
ピ
ー
ル
で
き
る
価
値
を

創
り
出
す
こ
と
が
で
き
れ
ば
、﹁
近

世
日
本
の
学
問
・
教
育
遺
産
群
﹂

が
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
る
可
能

性
は
十
分
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

 

 
中
で
も
、
足
利
学
校
、
弘
道
館

と
偕
楽
園
、
閑
谷
学
校
そ
し
て
咸

宜
園
の
４
資
産
は
、
歴
史
性
が
高

く
、
保
存
・
整
備
状
況
も
良
好
な

た
め
、
世
界
遺
産
の
構
成
資
産
の

有
力
候
補
と
い
え
ま
す
。

 

皆
さ
ん
の
ご
協
力
を

 

 
世
界
遺
産
登
録
を
目
指
す
に
は
、

行
政
主
導
で
一
方
的
に
行
う
の
で

は
な
く
、
皆
さ
ん
か
ら
意
見
や
ア

イ
デ
ア
を
い
た
だ
き
、
市
民
と
行

政
と
が
一
緒
に
な
っ
て
推
進
し
て

い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

 
市
で
は
今
後
、
世
界
遺
産
登
録

の
取
組
状
況
を
随
時
、
お
知
ら
せ

し
た
り
、
市
民
応
援
団
︵
仮
称
︶

の
設
置
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

  

世
界
遺
産
の
登
録
を
目
指
し
て
、

皆
さ
ん
と
一
緒
に
盛
り
上
げ
て
い

き
ま
す
の
で
、
ご
理
解
・
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

 ︻
問
い
合
わ
せ
︼
世
界
遺
産
推
進
室

☎
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
 
 
０
２
６
８

 ︵
咸
宜
園
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
内)

︵
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
︶

se
k
a
iisa

n
@

c
ity

.h
ita

.o
ita

.jp

弘道館（茨城県水戸市）咸宜園（大分県日田市）

閑谷学校（岡山県備前市）足利学校（栃木県足利市）
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市 民 広 場

伝
統
を
守
り
抜
く

矢
幡
 
 
一
さ
ん
︵
前
津
江
町
大
野
︶

﹁
大
野
楽
と
い
う
文
化
を
次
の
世
代
に
伝
え
た
い
﹂

 

 
前
津
江
町
大
野
地
域
の
伝
統
的
な
舞
楽

芸
能
で
あ
る
大
野
楽
は
、
由
来
記
に
よ
る

と
８
２
５
年
前
に
始
ま
り
、
平
家
の
亡
霊

を
鎮
め
る
た
め
楽
を
奉
納
し
た
と
あ
り
ま

す
。
そ
の
後
は
、
疾
病
・
災
難
払
い
、
天

皇
ご
即
位
を
祝
う
た
め
に
老
松
天
満
社
で

奉
楽
し
た
と
い
わ
れ
、
現
代
で
は
、
五
穀

豊
穣
や
厄
払
い
等
の
た
め
に
行
わ
れ
て
お

り
、
昭
和
41
年
に
は
、
大
分
県
の
無
形
民

俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

 

 
今
号
で
は
、
大
野
楽
保
存
会
の
代
表
と

し
て
活
動
す
る
矢
幡
 
一
さ
ん
を
紹
介
し

ま
す
。

       

︱
大
野
楽
を
始
め
た
き
っ
か
け
は
︱

   

私
が
最
初
に
大
野
楽
に
参
加
し
た
の
は
、

昭
和
53
年
。
世
話
人
に
誘
わ
れ
、
軽
い
気

持
ち
で
参
加
し
ま
し
た
。

 

 
参
加
者
の
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、
現

在
は
衣
装
や
道
具
等
を
購
入
し
て
い
ま
す

が
、
以
前
は
、
衣
装
の
ほ
か
、
笛
吹
き
に

出
演
す
る
人
そ
れ
ぞ
れ
が
、
手
作
り
で
自

分
の
楽
器
を
作
っ
て
い
ま
し
た
。
笛
の
担

当
だ
っ
た
私
も
、
先
輩
た
ち
の
笛
を
見
て

手
作
り
で
作
製
し
、
本
番
に
向
け
て
練
習

を
重
ね
ま
し
た
。

 
楽
の
音
楽
に
は
楽
譜
が
な
く
、
す
べ
て

が
経
験
者
か
ら
の
口
伝
え
だ
っ
た
の
で
、

初
め
て
参
加
し
た
と
き
は
覚
え
る
の
に
苦

労
し
ま
し
た
が
、
み
ん
な
と
一
生
懸
命
何

か
を
す
る
充
実
感
や
楽
し
み
が
あ
り
ま
し

た
。

  

 
最
初
の
参
加
か
ら
、
平
成
元
年
、
５
年
、

９
年
、
14
年
、
17
年
に
楽
の
奉
納
が
行
わ

れ
、
今
年
で
７
回
目
の
参
加
と
な
り
ま
す
。

 

 
ま
た
、
楽
は
75
人
で
奉
楽
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
て
、
年
齢
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
。

今
年
は
、
下
は
２
歳
の
子
ど
も
か
ら
上
は

70
代
ま
で
、
幅
広
い
世
代
が
参
加
し
て
い

ま
す
。
ち
な
み
に
、
最
高
齢
は
、
75
歳
、

私
で
す
。

  

︱
会
長
と
し
て
の
苦
労
は
︱

 

 
私
が
会
長
に
な
っ
た
の
は
、
今
か
ら
約

７
年
前
、
68
歳
の
と
き
で
し
た
。
会
長
に

な
っ
て
か
ら
は
、
楽
の
練
習
よ
り
も
、
当

日
ま
で
の
衣
装
や
楽
器
の
準
備
な
ど
、
裏

方
と
し
て
の
仕
事
が
多
く
、
と
て
も
大
変

で
す
。

 

 
た
だ
、
地
域
に
住
む
人
た
ち
の
交
わ
り

が
少
な
く
な
っ
て
い
る
現
代
社
会
で
、
大

野
楽
が
子
ど
も
と
大
人
と
の
交
流
の
時
間

に
も
な
っ
て
い
る
の
を
見
る
と
、
前
津
江

に
と
っ
て
、
な
く
て
は
な
ら
な
い
大
切
な

祭
り
な
ん
だ
と
い
う
こ
と
を
実
感
さ
せ
ら

れ
ま
す
。

 

 
地
域
の
﹁
お
じ
ち
ゃ
ん
﹂
﹁
お
ば
ち
ゃ

ん
﹂
が
子
ど
も
た
ち
に
楽
を
教
え
、
一
緒

に
踊
る
こ
と
で
、
大
野
楽
が
、
地
域
住
民

の
交
流
の
架
け
橋
に
も
な
っ
て
い
る
の
で

は
な
い
か
な
と
思
い
ま
す
。

  

︱
こ
れ
か
ら
の
目
標
は
︱

  

５
年
に
一
度
し
か
な
い
祭
り
は
、
な
か

な
か
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
貴
重
な
も
の

で
す
。
地
域
み
ん
な
で
協
力
し
、
大
人
た

ち
の
演
奏
す
る
楽
器
に
合
わ
せ
て
子
ど
も

た
ち
が
一
生
懸
命
演
技
を
し
て
い
る
姿
を
、

是
非
、
多
く
の
人
に
見
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

 

 
そ
れ
か
ら
、
少
子
化
や
高
齢
化
が
進
み
、

大
野
楽
も
後
継
者
不
足
に
悩
ま
さ
れ
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
長
年
親
し
ん
で
き
た
大

野
楽
と
い
う
文
化
を
、
何
が
あ
っ
て
も
絶

や
さ
ず
、
次
の
世
代
に
伝
え
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

   

 
な
か
な
か
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
大
野

楽
の
勇
壮
な
舞
を
皆
さ
ん
も
一
度
、
見
て

み
ま
せ
ん
か
。
５
年
ぶ
り
と
な
る
大
野
楽

の
奉
納
は
、10
月
31
日
、
前
津
江
中
学
校

で
開
催
さ
れ
る
前
津
江
町
ふ
る
さ
と
ま
つ

り
で
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

楽では、大人たちの演奏に合わせて、衣装に身を包
んだ子どもたちが一生懸命踊りを披露する
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⑫

﹁
 
 
 
 

﹂︵
大
山
町
︶

紅葉の中をカヌーで進むツアーは、
川遊びに加えて秋の景色も楽しめる

日
田
方
面
団
 
小
野
分
団

大
山
方
面
団
 
第
６
分
団

川
に
親
し
む

 
オ
ー
ス
タ
イ
ル
は
、
川
遊
び
の
普
及
や

川
に
親
し
む
生
活
を
目
指
し
て
、
平
成
19

年
４
月
に
結
成
さ
れ
ま
し
た
。

 

 
活
動
内
容
は
、
春
か
ら
秋
に
か
け
て
大

山
川
周
辺
を
中
心
に
カ
ヌ
ー
体
験
教
室
や

沢
登
り
ツ
ア
ー
な
ど
の
川
遊
び
体
験
を
開

催
し
て
い
る
ほ
か
、
川
遊
び
以
外
で
も
、

市
内
外
の
い
ろ
い
ろ
な
イ
ベ
ン
ト
に
参
加

し
た
り
と
様
々
で
す
。

 

 
現
在
の
メ
ン
バ
ー
は
、
20
代
か
ら
40
代

ま
で
の
男
女
７
人
。
川
遊
び
の
魅
力
に
取

り
付
か
れ
、
ほ
と
ん
ど
が
日
田
市
カ
ヌ
ー

協
会
に
所
属
し
て
い
て
、
カ
ヌ
ー
の
技
術

向
上
に
向
け
て
練
習
を
重
ね
て
い
ま
す
。

 

 
９
月
に
中
津
市
を
中
心
に
開
催
さ
れ
た

大
分
県
民
体
育
大
会
で
は
、
カ
ヌ
ー
ス
ラ

ロ
ー
ム
の
部
に
メ
ン
バ
ー
が
出
場
し
、
優

勝
。
日
田
市
チ
ー
ム
も
総
合
３
位
に
入
賞

し
ま
し
た
。

 

 
代
表
の
河
津
聖
駒
さ
ん
は
﹁
活
動
す
る

中
で
、
や
は
り
大
山
川
の
水
量
増
加
と
水

質
の
改
善
が
必
要
だ
と
感
じ
ま
す
。
川
に

親
し
ん
で
も
ら
う
た
め
に
は
、
川
が
も
っ

と
き
れ
い
に
な
り
、
水
量
も
豊
か
に
な
る

こ
と
が
と
て
も
重
要
で
、
そ
う
す
れ
ば
、

も
っ
と
川
に
興
味
を
持
つ
こ
と
が
で
き
る

し
、
川
で
遊
び
た
い
と
思
う
よ
う
に
な
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
﹂
と
話
し
て
く

れ
ま
し
た
。

 
こ
れ
か
ら
の
時
期
は
、
下
筌
ダ
ム
の
蜂

の
巣
湖
で
の
カ
ヌ
ー
紅
葉
ツ
ア
ー
が
お
薦

め
だ
と
話
す
河
津
さ
ん
。
川
遊
び
に
興
味

の
あ
る
方
は
、
一
度
、
カ
ヌ
ー
を
体
験
し

て
み
て
は
い
か
が
で
す
か
。

      

 
４
町
内
約
３
０
０
世
帯
の
小
野
地
区

は
、
急
傾
斜
地
に
集
落
が
点
在
し
、
谷

川
は
あ
り
ま
す
が
乾
燥
期
に
は
水
量
が

極
端
に
減
少
し
、
消
火
活
動
の
際
に
は

消
防
用
ポ
ン
プ
の
中
継
が
必
要
な
箇
所

の
多
い
地
区
で
す
。

 

 
分
団
員
で
あ
っ
て
も
、
全
町
内
の
防

火
水
槽
・
危
険
区
域
を
把
握
し
て
い
る

と
は
限
ら
な
い
の
で
、
春
・
秋
の
防
火

週
間
に
合
わ
せ
て
、
可
搬
ポ
ン
プ
と
ポ

ン
プ
車
で
巡
回
の
中
継
訓
練
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
こ
の
訓
練
を
行
う
こ
と
で
、

団
員
の
危
険
区
域
等
の
確
認
と
地
域
住

民
へ
の
啓
発
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

 

 
ま
た
、
小
学
校
と
地
区
の
運
動
会
が

合
同
で
行
わ
れ
る
た
め
、
そ
の
際
の
巡

回
警
備
も
活
動
の
一
環
と
し
て
行
っ
て

い
ま
す
。

 

 
私
た
ち
は
、
大
山
町
瀬
古
・
舟
戸
・

中
間
の
３
地
域
で
活
動
し
て
い
る
大
山

方
面
団
第
６
分
団
で
す
。

 

 
毎
月
、
積
載
車
の
点
検
及
び
機
械
器

具
の
手
入
れ
、
定
例
会
な
ど
を
行
い
な

が
ら
、
地
域
の
防
災
の
た
め
活
動
し
て

い
ま
す
。

 

 
今
年
の
春
に
は
、
老
朽
化
の
著
し
か

っ
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
消
防
セ
ン
タ
ー
を

新
し
く
建
て
替
え
、
そ
の
こ
と
が
私
た

ち
団
員
の
励
み
に
な
り
、
活
動
に
も
一

層
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

  

ま
た
、
地
域
の
方
や
後
援
会
か
ら
積

極
的
な
支
援
を
し
て
い
た
だ
き
、
非
常

に
心
強
く
感
じ
て
い
ま
す
。

 

 
こ
れ
か
ら
も
、
地
域
の
皆
さ
ん
と
協

力
し
な
が
ら
活
動
し
て
い
き
ま
す
。

巡回の中継訓練で地域の危険箇所を把握

炎天下の中、行われた夏期訓練

O
,s

t
y

le

せ
い

ま

オ
ー
 
ス
タ
イ
ル
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ま
ち
の

わ
だ
い

 ９月５日、今年で24回目となる「奥日田グリーン

マラソン大会」が、前津江町の椿ケ鼻ハイランドパー

ク周辺で開催された。

  初秋の恒例イベントには、県内外はもちろん、遠く

は埼玉県や神奈川県から昨年の397人を大きく上回る

567人が参加。

  さわやかな秋風が吹く中、参加者たちは３km、５km、

10kmのコースで汗を流した。

   ９月11日、「ひた元気フェスタ」が三隈川公園と

三隈川を会場に開催された。これは、日田の活性化を

目指して活動する「日田を元気にする27日の会（猪

熊和夫代表）」が主催したイベント。会場では、藤蔭

高校ブラスバンド部の演奏やキャラクターショー、金

魚すくい、バンド演奏、のど自慢大会のほか、屋形船

を使った水上散歩など、子どもからお年寄りまで楽し

める催しが行われ、多くの人が詰め掛けた。

さ わやかに風と走ろう

日 田を元気に！

  ９月19日、本年度をもって閉校となる静修小学校と夜

明小学校で、最後の運動会が行われた。

 静修・夜明の両小学校は、統合し、平成23年度から新

小学校として開校した後、平成25年度から、新小学校と

大明中学校で施設一体型の小中一貫教育が導入される。

 当日は、最後の運動会とあって、家族や卒業生など多く

の人が訪れ、児童たちは、大勢の観客が見守る中、日ごろ

の練習の成果を力いっぱい披露した。

静 修小学校 夜明小学校 最後の運動会
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市 内最高齢を敬老訪問

日 田の魅力発信を

伝 統を守るため助っ人登場！

屋 形船で観月会

  ９月18日、“水郷ひた”観光親善大使第１号として、

ＴＢＳアナウンサーの江藤愛さんが就任することにな

り、市役所で委嘱式が行われた。

  江藤さんは高校まで日田で生活し、大学卒業後、㈱

ＴＢＳへ入社。９月まで出演していた「みのもんたの

朝ズバッ！」で親善大使の話が持ち上がったのがきっ

かけで、就任を快諾。今後は、イベント等を通して、

日田市の魅力や情報発信などに協力する。

   ９月21日から大原八幡宮の秋の大祭、放生会が始

まり、初日に神幸行列のお下り神事が行われた。

  今年は、これまで担ぎ手不足で運行を休止していた

２基のみこしを、藤蔭高校野球部とサッカー部の部員

30人が運行。４年ぶりに全３基のみこしが登場した。

  また、みこしをくぐると無病息災の御利益があると

され、沿道の多くの人がみこしをくぐり、１年間の無

病息災を願った。

   敬老の日の９月20日、市内最高齢で県内でも２番

目に長寿である平岡ツ子ヨさんを、市長が訪問した。

  平岡さんは、現在、市内の介護保険施設に入所して

いて、今年で108歳を迎える。テレビを見ることと晩

酌が楽しみで、長寿の秘けつは若いときに粗食だった

ことと語った。市長は「平岡さんは日田の自慢です。

これからも長生きして大分県で一番になってください」

とお祝いの言葉を述べた。

   旧暦の８月15日に月を鑑賞する「中秋の名月」を

９月22日に迎えた今年、市内各地で観月会が行われた。

  ９月22・23日に日田温泉旅館組合が主催して行わ

れた「観月会」では、三隈川を会場として、屋形船

13隻に市内外から多くの人が乗船。

 すすきと月見団子が置かれた船内では、参加者たち

が月見会席に舌鼓を打ちながら、ファイヤーダンスや

演奏などのステージを鑑賞した。

ね

ほうじょうえ
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 シンポジウム「森と文化を未来につなぐ」大会実行委員会（森林保全課内）

☎２２－８２１２（市役所３階）（ＦＡＸ）２２－８２４６

 （メールアドレス）rinsei@city.hita.oita.jp

【申込み・問い合わせ】

■入場料  無料

 ■申込方法 住所、氏名、参加人数を記入の上、電話又はファックス、メールのいずれかで申込み

■申込期限 10月22日㈮

午前10時20分～ 午後２時35分～

  市では、日田市制70周年記念事業として、「文化遺産を未来につなぐ森づくりのための有識者会議」との

共催でシンポジウムを開催し、林業日田をPRします。

  林業の町 日田から、森と森の文化を次世代につなぐ大切さを全国に呼び掛けましょう。

  多くの皆さんの参加をお待ちしています。
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【申込み・問い合わせ】〒８７７－８６０１（住所記載不要） 企画課男女共同参画推進・統計係

           ☎２２－８２２７（市役所４階） （ＦＡＸ ） ２４－０４２９

開催日 演題・講師 内容など

・開講式

・演題 「いきいきと生き抜くために

       ～男女共同参画社会を生きる～」

・講師 久留米市男女平等を進める会

    リプロダクティブヘルス／ライツと環境

    を考える会 代表 � 淑子 氏

・演題 「女性に対する人権侵害

             DVって何だろう？」

・講師 ＮＰＯ法人えばの会

    代表理事 吉本寛子 氏

・演題 「ズボンをはく女性

     ～ニュージーランドにおける

             男女平等と役割～」
 

・講師 国際交流員 ジェニファー・キム 氏

・演題 「市町村で進める

          男女共同参画地域づくり」
 
 

・講師 前 福岡県男女共同参画センターあすばる

    館長  中嶋玲子 氏

・閉講式

11月１日㈪

11月11日㈭

11月24日㈬

12月７日㈫

いきいきと生き抜くための条件を考えてみ

ましょう。

いきいきと生きていける社会を実現しませ

んか。

ＤＶ（ドメスティック・バイオレンス）は、

女性に対する重大な人権侵害です。身近に

あるのに見えにくいＤＶの構造と背景、対

応の仕方について一緒に考えましょう。

ニュージーランドの男女平等の歴史、現在

の状況（家庭、職場）、問題、日本の男女

平等の印象について、写真やビデオ、クイ

ズなどを行い、紹介します。

「自分らしく」生きられる男女共同参画の

地域づくりについて、自分ができることは

何か、一緒に考えてみませんか。

  市では、男女が共に支える社会を目指して、男女共同参画の推進を担う人材や地域等でリーダーとして活躍す

る人材を育成するため、各分野で活躍する方を講師に招いて「地域リーダー育成講座」を開催します。

  日常生活の中でできる男女共同参画の取組について、一緒に考えてみませんか。多くの方の参加をお待ちして

います。

第
１
講
座

第
２
講
座

第
３
講
座

第
４
講
座

※時間はいずれも、午後６時30分から８時30分までです。
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くらしの情報

   

 
10
月
１
日
付
け
で
行
っ
た
市
職

員
︵
部
・
課
長
︶
の
異
動
を
お
知

ら
せ
し
ま
す
。
な
お
、
カ
ッ
コ
内

は
旧
任
で
す
。

 

・
文
化
財
保
護
課
長
 
財
津
隆
之

 
︵
文
化
財
保
護
課
長
兼
咸
宜
園

 
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
所
長
︶

 

・
世
界
遺
産
推
進
室
長
兼
咸
宜
園

 
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
所
長

�
瀬 

享

︵
世
界
遺
産
推
進
室
長) 

総
務
課
職
員
係

 

☎
 
８
３
９
２
︵
市
役
所
４
階)

    

■
発
売
日
 
10
月
30
日
㈯

 

 
午
前
10
時
～

 

■
販
売
場
所

 

 
パ
ト
リ
ア
日
田
前
特
設
会
場

 

■
価
格
 
１
冊
５
０
０
０
円

 

 
︵
５
０
０
円
×
11
枚
つ
づ
り

  

合
計
５
５
０
０
円
分
︶

 

※
売
切
れ
次
第
、
販
売
終
了
。

 

■
購
入
限
度
額
 
一
人
10
冊
ま
で

 

※
商
品
券
は
、
登
録
事
業
所
で
額

面
分
の
利
用
が
可
能
で
す
。
た

だ
し
、
釣
銭
は
出
ま
せ
ん
。︵
登

録
事
業
所
に
は
下
げ
札
を
掲
示) 

 

■
使
用
期
間

 
10
月
30
日
㈯
～
平
成
23
年
１
月

31
日
㈪

 
※
登
録
事
業
所
の
参
加
は
、
随
時
、

受
け
付
け
て
い
ま
す
。

 
日
田
商
工
会
議
所

 

☎
 
３
１
８
４

 

日
田
地
区
商
工
会

☎
 
２
９
７
６

 

商
工
労
政
課
商
業
振
興
係

 

☎
 
９
３
９
３
︵
市
役
所
６
階)

    

 
臨
時
運
行
許
可
証
及
び
臨
時
ナ

ン
バ
ー
の
申
請
に
は
、
次
の
も
の

が
必
要
で
す
。

 

・
自
動
車
検
査
証
等
の
原
本
︵
や
む

を
得
ず
写
し
を
提
出
す
る
場
合
は

車
体
番
号
の
拓
本
等
が
必
要
︶

 

・
自
動
車
損
害
賠
償
責
任
保
険
証

明
書
又
は
自
動
車
損
害
賠
償
責

任
共
済
証
明
書
の
原
本

 

・
運
転
免
許
証
︵
個
人
で
申
請
す

る
場
合
の
み
︶

 

・
申
請
者
の
印
鑑
︵
法
人
の
場
合

は
社
印
又
は
代
表
者
の
印
鑑
︶

 

市
民
課
窓
口
サ
ー
ビ
ス
係

☎
 
８
２
０
４
︵
市
役
所
１
階)

    

■
公
売
予
定
物
件
 
土
地

 

・
所
在

 

 
大
字
友
田
字
今
泉
１
３
９
８
番
１

 

・
地
目
 
宅
地

 

・
面
積
 
９
７
０．

０
０
m2

 

・
見
積
価
額
 
９
６
０
万
円

 

・
公
売
保
証
金
 
96
万
円

 

■
申
込
方
法
 
左
記
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
申
込
み

 ︽
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス
︾

 h
ttp

://k
o
u
b
a
i.a

u
c
tio

n
s.y

a

h
o
o
.c

o
.jp

/

 

■
申
込
期
限
 
10
月
27
日
㈬

 

■
入
札
期
間

 
11
月
２
日
㈫
～
９
日
㈫

 

税
務
課
納
税
係

☎
 
８
２
０
５
︵
市
役
所
１
階)

     

 
今
年
度
よ
り
、
水
田
農
業
の
経

営
安
定
を
図
る
た
め
の
米
戸
別
所

得
補
償
モ
デ
ル
事
業
︵
米
の
モ
デ

ル
対
策
︶
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

当
年
産
米
の
販
売
価
格
に
変
動
が

あ
っ
た
場
合
の
取
扱
い
は
、
次
の

と
お
り
で
す
。

 

■
当
年
産
米
の
販
売
価
格
に
変
動

が
あ
っ
た
場
合

 

当
年
産
米
の
販
売
価
格
が
、
標

準
的
な
販
売
価
格
︵
過
去
３
年

間
の
平
均
︶
を
下
回
っ
た
場
合

は
、
そ
の
差
額
︵
変
動
部
分
︶

を
基
準
に
算
定
さ
れ
た
10
ａ
当

た
り
の
交
付
単
価
を
交
付

 

■
当
年
産
米
の
販
売
価
格
の
算
定

 
方
法

当
年
産
米
の
出
回
り
か
ら
１
月

ま
で
の
全
銘
柄
平
均
の
相
対
取

引
価
格
を
使
用

 

※
全
国
的
な
販
売
価
格
の
平
均
に

変
動
が
あ
っ
た
場
合
に
適
用
さ

れ
ま
す
の
で
、
個
人
販
売
時
に

安
値
取
引
を
し
て
も
対
象
と
な

り
ま
せ
ん
。
︵
買
い
た
た
き
等

で
の
安
値
販
売
も
対
象
外
︶

 
九
州
農
政
局
大
分
農
政
事
務
所

︵
農
政
安
心
ダ
イ
ヤ
ル
︶

☎
０
９
７-

５
３
２-

６
１
４
８

 

大
分
県
西
部
振
興
局
農
政
班
 

☎
 
２
５
８
５

 

農
業
振
興
課
農
産
振
興
係

☎
 
８
２
１
１
︵
市
役
所
３
階)

    

 
市
で
は
、
日
田
市
環
境
基
本
計

画
の
計
画
期
間
終
了
に
伴
い
、
平

成
23
年
度
か
ら
10
年
間
の
環
境
施

策
を
示
し
た
第
２
次
日
田
市
環
境

基
本
計
画
を
策
定
す
る
に
あ
た
り
、

皆
さ
ん
か
ら
の
意
見
を
広
く
募
集

し
ま
す
。

 

 
計
画
の
原
案
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
及
び
次
の
窓
口
で
閲
覧
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

 

■
意
見
提
出
方
法
 
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
上
で
提
出
又
は
水
郷
ひ
た

づ
く
り
推
進
課
、
市
民
課
３
日

以
内
窓
口
、
各
振
興
局
総
務
振

興
課
、
各
振
興
セ
ン
タ
ー
窓
口

に
備
付
け
の
意
見
書
で
提
出

 

■
意
見
提
出
期
限
 
11
月
15
日
㈪

 

水
郷
ひ
た
づ
く
り
推
進
課
企
画

推
進
係

☎
 
８
３
５
７
︵
市
役
所
２
階)

 
11
月
９
日
か
ら
15
日
ま
で
、
秋

の
全
国
火
災
予
防
運
動
が
実
施
さ

れ
ま
す
。
一
人
ひ
と
り
が
防
火
意

識
を
持
ち
、
火
災
予
防
に
取
り
組

み
ま
し
ょ
う
。

 

住
宅
防
火
か
ら
命
を
守
る
ポ
イ
ン
ト

 

■
３
つ
の
習
慣

 

・
寝
た
ば
こ
は
絶
対
や
め
る
。

 

・
ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い
も
の

か
ら
離
れ
た
位
置
で
使
用
す
る
。

 

・
火
の
そ
ば
を
離
れ
る
と
き
は
、

必
ず
火
を
消
す
。

 

■
４
つ
の
対
策

 

・
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住

宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
す
る
。

 

・
寝
具
や
衣
類
及
び
カ
ー
テ
ン
か

ら
の
火
災
を
防
ぐ
た
め
に
、
防

炎
品
を
使
用
す
る
。

 

・
火
災
時
の
初
期
消
火
の
た
め
、

問

問 問

問

問

問

不
動
産

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
売
を
実
施

米
戸
別
所
得
補
償
モ
デ
ル
事
業

当
年
産
米
の
販
売
価
格
に
変
動

が
あ
っ
た
場
合
の
取
扱
い

秋
の
全
国
火
災
予
防
運
動

﹁
消
し
た
か
な
 
あ
な
た
を
守
る

合
言
葉
﹂

﹁
第
２
次
日
田
市
環
境
基
本
計

画
﹂
へ
の
意
見
を
募
集

臨
時
運
行
許
可
証
及
び

 
 
 
臨
時
ナ
ン
バ
ー
の
申
請

人
事
異
動

水
郷
ひ
た

プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品
券
発
売

お
知
ら
せ

今月は、

固定資産税・都市計画税

        第３期

国民健康保険税 第４期

  介護保険料 第４期

    の納付月です。

納期内の納付をお願いし

ます。
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住
宅
用
消
火
器
等
を
設
置
す
る
。

・
身
体
の
不
自
由
な
人
な
ど
を
守

る
た
め
、
隣
近
所
の
協
力
体
制

を
作
る
。

 

日
田
消
防
署
警
防
係

 

☎
 
２
２
０
４

    

 

  

 
申
込
み
の
際
、
日
本
一
周
ウ
ォ

ー
キ
ン
グ
の
地
図
と
万
歩
計
を
お

渡
し
し
ま
す
の
で
、
１
万
歩
ご
と

に
地
図
を
１
マ
ス
塗
り
な
が
ら
、

楽
し
く
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
続
け
て

い
き
ま
し
ょ
う
。

 

※
地
図
上
の
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト

に
到
達
す
る
と
、
記
念
の
図
書

カ
ー
ド
を
進
呈
し
ま
す
。

 

■
対
象
 
18
歳
以
上
の
方

 

■
申
込
方
法
 
窓
口
で
申
込
み

 

地
域
保
健
課
健
康
支
援
係

 

☎
 
３
０
０
０(

ウ
ェ
ル
ピ
ア
内)

     

■
と
き
 
11
月
６
日
㈯

 

 
午
後
０
時
30
分
～
３
時
30
分

 

■
と
こ
ろ

 
丸
の
内
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

 

■
募
集
数
 
６
人

 

■
参
加
費
 
会
費
５
０
０
円
、
材

料
代
５
９
５
０
円

 

■
申
込
方
法
 
支
援
セ
ン
タ
ー
に

電
話
で
申
込
み

 

丸
の
内
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

 

☎
 
１
８
９
０

 

こ
ど
も
未
来
室
子
育
て
支
援
係

☎
 
８
３
１
７
︵
市
役
所
１
階) 

   

 
妊
娠
中
の
不
安
を
解
消
し
、
健

康
に
過
ご
し
て
丈
夫
な
赤
ち
ゃ
ん

を
産
み
育
て
る
た
め
の
、
出
産
準

備
・
育
児
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

 
■
と
き
・
内
容

                  

※
時
間
は
い
ず
れ
も
午
後
７
時
～

８
時
30
分
︵
午
後
６
時
30
分
受

付
開
始
︶

 

■
と
こ
ろ
 
ウ
ェ
ル
ピ
ア

 

■
参
加
費
 
無
料

 

■
募
集
数
 
20
組
程
度

 

■
申
込
方
法
 
電
話
で
申
込
み

 

■
申
込
期
限
 
11
月
８
日
㈪

 

地
域
保
健
課
健
康
支
援
係

 

☎
 
３
０
０
０(

ウ
ェ
ル
ピ
ア
内)

   

■
と
き
・
と
こ
ろ

 

�
咸
宜
会 

日
田
中
央
病
院
主
催

 

・
10
月
29
日
㈮

 

 
午
後
１
時
～
４
時

 

 
 
日
田
中
央
病
院

 

※
問
診
結
果
等
に
よ
っ
て
は
、
献

血
を
お
断
り
す
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

 

※
３
日
以
内
に
薬
︵
漢
方
薬
、
健

胃
薬
を
除
く
︶
を
服
用
さ
れ
た

方
、
70
歳
以
上
の
方
は
献
血
で

き
ま
せ
ん
。

 

※
受
付
時
に
本
人
確
認
を
行
い
ま

す
の
で
、
免
許
証
、
保
険
証
な

ど
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

 
※
一
般
献
血
︵
４
０
０
ml
︶
の
み
。

 

日
田
市
献
血
推
進
協
議
会
事
務
局

 ︵
地
域
保
健
課
保
健
医
療
係
︶

☎
 
８
２
３
１
︵
市
役
所
１
階)

    

  

平
成
22
年
１
月
１
日
か
ら
９
月

30
日
ま
で
の
間
に
国
民
年
金
保
険

料
を
納
め
た
方
を
対
象
に
、
11
月

上
旬
︵
予
定
︶
に
日
本
年
金
機
構

か
ら
﹁
社
会
保
険
料
︵
国
民
年
金

保
険
料
︶
控
除
証
明
書
﹂
が
送
付

さ
れ
ま
す
。
こ
れ
は
、
年
末
調
整

や
確
定
申
告
の
際
に
国
民
年
金
保

険
料
の
納
付
を
証
明
す
る
も
の
で

す
の
で
、
大
切
に
保
管
し
て
く
だ

さ
い
。

 

※
控
除
証
明
書
に
つ
い
て
の
詳
細

は
、
日
本
年
金
機
構
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

 

社
会
保
険
課
国
保
・
年
金
係

☎
 
８
２
７
１

 

日
本
年
金
機
構
日
田
年
金
事
務
所

☎
 
６
１
７
４

   

■
対
象

 

・
40
歳
︵
昭
和
45
年
４
月
１
日
～

昭
和
46
年
３
月
31
日
生
ま
れ
︶

 

・
50
歳
︵
昭
和
35
年
４
月
１
日
～

昭
和
36
年
３
月
31
日
生
ま
れ
︶

 

・
60
歳
︵
昭
和
25
年
４
月
１
日
～

昭
和
26
年
３
月
31
日
生
ま
れ
︶

 

・
70
歳
︵
昭
和
15
年
４
月
１
日
～

昭
和
16
年
３
月
31
日
生
ま
れ
︶

 

■
受
診
料
 
７
５
０
円

 

■
申
込
方
法

 

 
左
記
に
電
話
で
申
込
み

 

■
申
込
期
限
 
11
月
30
日
㈫

 

※
検
診
は
市
内
31
の
協
力
歯
科
医

院
で
行
い
ま
す
。
詳
細
は
、
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

地
域
保
健
課
健
康
支
援
係

 
☎
 
３
０
０
０(

ウ
ェ
ル
ピ
ア
内)

■
と
き
 
11
月
７
日
㈰

 

 
午
前
９
時
～
午
後
３
時

 

■
と
こ
ろ

 

 
小
野
公
民
館
︵
鈴
連
町
︶

 

■
内
容
 
昭
和
学
園
高
校
吹
奏
楽

部
、
少
年
少
女
合
唱
団
、
二
胡

の
演
奏
、
絵
本
原
画
展
、
エ
コ

バ
ッ
ク
作
り
、
出
店
な
ど

 

※
小
野
地
区
内
は
、
当
日
、
無
料

巡
回
バ
ス
が
運
行
し
ま
す
。

 

小
野
公
民
館
 
☎
 
２
４
１
２

 

小
野
振
興
セ
ン
タ
ー

 

☎
 
２
２
０
１

■
と
き
 
11
月
７
日
㈰

  

午
前
10
時
～
午
後
２
時

 

■
と
こ
ろ
 
大
鶴
ス
ポ
ー
ツ
広
場

 

■
内
容
 
大
鶴
地
区
内
の
芸
能
披

露
、
農
産
物
の
販
売
、
展
示
コ

ー
ナ
ー
、
バ
ザ
ー
、
抽
選
会

 

大
鶴
ふ
る
さ
と
祭
実
行
委
員
会

事
務
局
︵
大
鶴
公
民
館
内
︶

☎
 
２
８
４
６
、
 
２
１
２
１

問

問

問

問問

問

年
末
調
整
や
確
定
申
告
に
必
要

な
国
民
年
金
保
険
料
の
控
除
証

明
書
を
送
付

問

問問

歯
と
歯
ぐ
き
の
検
診
を

大
鶴
ふ
る
さ
と
祭

献
血
に
ご
協
力
を

た
ま
ご
学
級
参
加
者
募
集

丸
の
内
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

 
 
 
ト
ッ
ポ
ン
チ
ー
ノ
作
り

保
健
・
福
祉

イ
ベ
ン
ト

日
本
一
周
健
康
づ
く
り
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

第
32
回

 
小
野
ふ
る
里
ふ
れ
あ
い
祭
り

赤ちゃんの入浴の仕方

お父さんの妊婦体験

子どもの事故予防

妊娠中の歯科と栄養

助産師講話

11月12日㈮

11月19日㈮

11月25日�

12月３日㈮

第１回

第２回

第３回

第４回

保健師

救急救命士

歯科衛生士

栄養士

助産師

※講師の都合により、内容が入れ替わることがあります。  

とき 内容 講師

医
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くらしの情報

■
と
き

 

 
10
月
31
日
㈰
～
11
月
７
日
㈰

 

 
午
前
９
時
～
午
後
５
時
︵
11
月

３
～
６
日
は
午
後
９
時
ま
で
︶

 

■
と
こ
ろ
 
天
瀬
農
業
公
園
︵
ロ

ー
ズ
ヒ
ル
あ
ま
が
せ
︶

 

■
内
容
 
バ
ラ
の
鉢
物
販
売
、
お

楽
し
み
く
じ
引
き
、
ラ
イ
ト
ア

ッ
プ
な
ど

■
入
場
料
 
高
校
生
以
上
３
０
０

円
、
小
・
中
学
生
１
０
０
円

天
瀬
農
業
公
園
︵
ロ
ー
ズ
ヒ
ル

あ
ま
が
せ
︶
☎
 
８
１
８
７

 

天
瀬
振
興
局
産
業
建
設
課

 

 
☎
 
３
１
４
７

■
と
き

 

 
10
月
31
日
㈰
 
午
前
10
時
～

 

■
と
こ
ろ

 

 
前
津
江
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

 

■
内
容
 
大
野
楽
、
作
品
展
、
特

 
産
品
・
新
鮮
野
菜
即
売
コ
ー
ナ

 
ー
な
ど

      

 

前
津
江
町
ま
つ
り
実
行
委
員
会

事
務
局

☎
 
２
１
１
１
︵
前
津
江
振
興

局
内
︶

 
日
本
列
島
各
地
域
の
発
掘
調
査

で
発
見
さ
れ
た
遺
物
を
展
示
す
る

﹁
発
掘
さ
れ
た
日
本
列
島
２
０
１

０
﹂
で
、
国
の
重
要
文
化
財
に
指

定
さ
れ
た
吹
上
遺
跡
出
土
品
の
青

銅
器
類
な
ど
が
展
示
さ
れ
ま
す
。

 

■
と
き

 

 
10
月
22
日
㈮
～
11
月
19
日
㈮

 

 
午
前
９
時
～
午
後
５
時
︵
入
場

は
午
後
４
時
30
分
ま
で
︶

 

※
月
曜
日
︵
月
曜
日
が
祝
日
の
場

合
は
翌
日
︶
は
休
館

 

■
と
こ
ろ
 
大
分
県
立
歴
史
博
物

館
︵
宇
佐
市
︶

■
入
館
料
 
一
般
５
０
０
円
、
高

 
校
生
、
大
学
生
３
０
０
円
︵
館

内
の
常
設
展
示
の
見
学
料
は
別

途
必
要
︶ 

  

大
分
県
立
歴
史
博
物
館

  

☎
０
９
７
８-

３
７-

２
１
０
０

 

文
化
財
保
護
課
埋
蔵
文
化
財
係

 

☎
 
７
１
７
１
︵
埋
蔵
文
化
財

セ
ン
タ
ー
内
︶

   

■
と
き
 
11
月
８
日
㈪
～
10
日
㈬

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

 

■
と
こ
ろ
 
市
役
所
１
階
ロ
ビ
ー

 

■
内
容
 
地
産
地
消
コ
ー
ナ
ー
、

食
の
消
費
者
相
談
コ
ー
ナ
ー
、

金
融
広
報
委
員
会
に
よ
る
パ
ネ

ル
展
示
及
び
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の

配
付
な
ど

 

お
宝
︵
リ
サ
イ
ク
ル
︶
コ
ー
ナ
ー

  

ま
だ
使
え
る
け
ど
、
捨
て
る
の

は
も
っ
た
い
な
い
。
不
要
な
品
物

を
引
き
取
っ
て
く
れ
る
方
を
探
し

ま
せ
ん
か
。
消
費
生
活
展
の
期
間

中
、
出
品
物
の
写
真
等
を
会
場
に

掲
示
し
ま
す
。
出
品
希
望
者
は
、

電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

 

※
会
場
で
は
、
簡
単
な
ア
ン
ケ
ー

ト
を
実
施
し
、
回
答
者
に
は
、

﹁
廃
油
せ
っ
け
ん
﹂
と
﹁
く
ら

し
の
豆
知
識
﹂
を
進
呈
し
ま
す
。

 

商
工
労
政
課
消
費
生
活
・
労
働

福
祉
係

☎
 
９
３
９
３
︵
市
役
所
６
階)

   

■
と
き
 
10
月
24
日
㈰

 

 
午
前
９
時
30
分
～
午
後
３
時

 

■
と
こ
ろ
 
勤
労
者
総
合
福
祉
セ

ン
タ
ー
︵
サ
ン
ヒ
ル
ズ
ひ
た
︶

 

 
︵
田
島
３
丁
目
︶

 

■
内
容
 
各
教
室
の
優
秀
作
品
の

展
示
、
各
教
室
の
実
演
会
、
発

表
会
、
バ
ザ
ー
な
ど

 

※
会
場
ま
で
は
、
市
内
循
環
バ
ス

﹁
ひ
た
は
し
り
号
﹂が
便
利
で
す
。

 

サ
ン
ヒ
ル
ズ
ひ
た

 

☎
 
５
７
３
３

 

商
工
労
政
課
消
費
生
活
・
労
働

福
祉
係

☎
 
９
３
９
３
︵
市
役
所
６
階)

   

■
と
き
 
10
月
30
日
㈯

 

 
︵
午
前
８
時
20
分
ま
で
に
市
役

所
北
側
駐
車
場
に
集
合)

 

※
会
場
ま
で
は
バ
ス
で
移
動
。

 

■
と
こ
ろ

 
大
分
農
業
文
化
公
園
︵
杵
築
市)

 

■
参
加
費
 
無
料
︵
公
園
内
の
花

昆
虫
館
入
園
料
２
０
０
円
は
実

費
負
担)

 

■
募
集
数
 
50
人
︵
先
着
順
︶

 

■
申
込
方
法
 
電
話
で
申
込
み

 

■
申
込
開
始
日
 
10
月
18
日
㈪

 

※
弁
当
・
水
筒
を
持
参
し
て
く
だ

さ
い
。

 

 
博
物
館
 
☎
 
５
３
９
４

   

■
と
き
 
10
月
31
日
㈰

 

 
午
前
８
時
～
午
後
１
時

 

 
︵
午
前
７
時
50
分
ま
で
に
市
役

所
北
側
駐
車
場
に
集
合)

 
※
会
場
ま
で
は
バ
ス
で
移
動
。

 

■
と
こ
ろ
 
大
川
内
山
展
望
台
周

 

 
辺
︵
前
津
江
町
︶

 

■
参
加
費
 
無
料

 

■
募
集
数
 
50
人
︵
先
着
順
︶

 

■
申
込
方
法
 
電
話
で
申
込
み

 

■
申
込
開
始
日
 
10
月
18
日
㈪

 

 
博
物
館
 
☎
 
５
３
９
４

       

■
と
き
 
11
月
10
日
㈬

 

 
午
前
10
時
～
11
時
30
分

 

■
と
こ
ろ

 

 
大
分
地
方
法
務
局
日
田
支
局

 

■
内
容
 
相
続
及
び
成
年
後
見
人

制
度
に
つ
い
て

 

・
講
師
 
法
務
局
職
員

 

■
受
講
料
 
無
料

 

■
募
集
数
 
20
人
程
度
︵
先
着
順)

 

■
申
込
方
法
 
電
話
で
申
込
み

 

■
申
込
期
限
 
10
月
29
日
㈮

 

大
分
地
方
法
務
局
日
田
支
局

☎
 
２
７
１
９

問

問

問問

問

問

問
第
35
回
消
費
生
活
展

 
 
﹁
安
心
安
全
な
食
生
活
﹂

秋
の
自
然
観
察
会

法
務
局
講
座

サ
ン
ヒ
ル
ズ
ま
つ
り

前
津
江
町
ふ
る
さ
と
ま
つ
り

問
秋
の
バ
ー
ド
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ

﹁
発
掘
さ
れ
た
日
本
列
島
２
０
１

０
﹂
吹
上
遺
跡
出
土
品
を
展
示

ロ
ー
ズ
ヒ
ル
あ
ま
が
せ

 
 
 
 
 
秋
の
バ
ラ
ま
つ
り

講
座
・
教
室
・
講
演
会

お
お
こ
う

ち

広報

次回は

11月１日号
11月１日㈪に発送します。
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年
金
や
行
政
の
仕
事
、
法
律
問

題
な
ど
で
困
っ
て
い
る
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
か
。
市
内
で
は
６
人
の

行
政
相
談
員
が
、
こ
の
よ
う
な
相

談
に
無
料
で
応
じ
ま
す
。

 

■
市
内
の
行
政
相
談
員

 

・
井
上
太
香
美 

氏
︵
清
水
町
︶

 

・
今
井
健
二 

氏
︵
清
岸
寺
町
︶

 

・
矢
幡
和
子 

氏
︵
天
瀬
町
︶

 

・
矢
羽
田
哲
雄 

氏
︵
大
山
町
︶

 

・
川
野
富
子 

氏
︵
中
津
江
村
︶

 

・
壁
村
正
二 

氏
︵
上
津
江
町
︶

 

巡
回
行
政
相
談

 

■
と
き
・
と
こ
ろ

 

・
10
月
22
日
㈮

 

 
午
前
10
時
～
正
午

 

 
 
小
野
公
民
館
︵
鈴
連
町
︶

 

・
10
月
29
日
㈮

 

 
午
前
10
時
～
午
後
３
時

 

 
 
光
岡
公
民
館︵
北
友
田
１
丁
目)

 

■
相
談
員
 
行
政
相
談
委
員

 

行
政
な
ん
で
も
相
談
所

 

■
と
き
・
と
こ
ろ

 
11
月
５
日
㈮

  

午
前
10
時
～
午
後
３
時
︵
受
付

は
午
後
２
時
30
分
ま
で
︶

 
  

市
役
所
７
階
大
会
議
室

 

■
相
談
員
 
国
・
県
・
市
の
職
員
、

弁
護
士
、
司
法
書
士
、
行
政
書

士
、
公
証
人
等

定
例
行
政
相
談

 

■
と
き
・
と
こ
ろ
  

11
月
10
日
㈬

午
前
９
時
～
正
午

 
 
天
瀬
公
民
館

 

■
相
談
員
 
行
政
相
談
委
員

 

※
い
ず
れ
の
相
談
も
、
各
官
公
庁

に
対
す
る
意
見
・
要
望
や
悩
み

ご
と
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

 

総
務
省
大
分
行
政
評
価
事
務
所

行
政
相
談
課

 

☎
０
９
７-

５
３
２-

３
７
１
５

 

市
民
課
３
日
以
内
窓
口

 
☎
 
８
２
３
３
︵
市
役
所
１
階)

天
瀬
振
興
局
 
☎
 
８
２
０
１

   

■
と
き
 
10
月
31
日
㈰
、
11
月
７

日
㈰
 
午
前
９
時
～
午
後
５
時

 

■
と
こ
ろ
 
日
田
公
証
役
場

 

 
︵
市
役
所
前
の
交
差
点
の
角
︶

 

■
相
談
員
 
日
田
公
証
役
場
公
証
人

 

■
相
談
内
容
 
遺
言
、
相
続
、
離

婚
、
金
銭
貸
借
、
賃
貸
借
、
会

社
定
款
、
高
齢
者
の
財
産
管
理

な
ど
の
法
律
相
談
︵
平
日
の
電

話
予
約
が
必
要
で
す
︶

  

日
田
公
証
役
場
 
☎
 
６
７
５
１

   

■
と
き
 
11
月
２
日
㈫

  

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

 

■
と
こ
ろ
 
パ
ト
リ
ア
日
田
２
階

市
民
活
動
支
援
室

 

■
相
談
員
 
宅
地
建
物
取
引
主
任

者
︵
宅
建
協
会
役
員
︶

 

■
相
談
内
容
 
不
動
産
取
引
に
か

か
わ
る
一
般
相
談
︵
事
前
に
電

話
で
予
約
が
必
要
で
す
︶

 

宅
地
建
物
取
引
業
協
会
日
田
支
部

☎
 
２
１
０
３

    

■
と
き
・
と
こ
ろ

 

・
11
月
６
日
㈯

 

 
午
後
１
時
～
４
時

 

 
 
日
隈
公
民
館

 

・
11
月
13
日
㈯

 

 
午
後
１
時
～
３
時
30
分

 

 
 
パ
ト
リ
ア
日
田
２
階
和
室

 

■
対
象
 
認
知
症
の
方
を
介
護
し

て
い
る
家
族
や
介
護
者
、
認
知

症
に
関
す
る
相
談
の
あ
る
方
な
ど

 

■
相
談
員
 
介
護
支
援
専
門
員
、

認
知
症
支
援
サ
ポ
ー
タ
ー

 

■
相
談
内
容
 
認
知
症
に
関
す
る

悩
み
事
、
介
護
相
談
な
ど

 
社
会
福
祉
課
高
齢
者
福
祉
係

☎
 
８
２
９
９
︵
市
役
所
１
階)

    

■
と
き
 
11
月
10
日
㈬

  

午
後
１
時
～
５
時

 

 
︵
相
談
時
間
は
30
分
以
内
︶

 

■
と
こ
ろ

 
市
役
所
地
下
消
費
生
活
相
談
室

 

■
相
談
員
 
弁
護
士

 

■
相
談
内
容
 
多
重
債
務
を
始
め
、

消
費
生
活
に
関
す
る
相
談

 

■
募
集
数
 
８
人
︵
先
着
順
︶

 

※
事
前
に
電
話
で
申
込
み
が
必
要
。

 

■
予
約
開
始
日
 
10
月
26
日
㈫

 

 
午
前
８
時
30
分
～

 

商
工
労
政
課
消
費
生
活
・
労
働

福
祉
係

☎
 
９
３
９
３
︵
市
役
所
６
階)

    

画
像
処
理
教
室

 

□
と
き
 
10
月
31
日
㈰

  

午
後
１
時
～
３
時

 

□
と
こ
ろ
 
中
央
公
民
館
︵
文
化

セ
ン
タ
ー
︶
視
聴
覚
室

 

□
対
象
 
文
字
入
力
や
簡
単
な
パ

ソ
コ
ン
操
作
が
で
き
る
方

 

□
募
集
数
 
20
人
︵
先
着
順
︶

 

□
受
講
料
 
５
０
０
円

 

□
申
込
方
法

 

 
は
が
き
又
は
メ
ー
ル
に
﹁
31
日

画
像
処
理
教
室
希
望
﹂
と
見
出

し
を
付
け
、
申
込
者
の
住
所
、

氏
名
、
電
話
及
び
フ
ァ
ッ
ク
ス

番
号
を
記
入
の
上
、
申
込
み

 

※
自
宅
の
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
持
参
可
。

 

□
問
い
合
わ
せ
︵
申
込
先
︶

 

 
〒
８
７
７-

０
０
３
６
 
三
芳

小
渕
町
80
番
地
 
河
津
慶
子

☎
 
０
７
１
７

 

☎
０
９
０-

７
９
８
８-

０
１
９
６

 ︽
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
︾

 k
e
ik

o
k
a
w

a
d
u
@

g
m

a
il.c

o
m

第
45
回
日
田
地
区
母
親
大
会

 

□
と
き
 
10
月
31
日
㈰
 
午
後
１

時
～
３
時
30
分
終
了
︵
予
定
︶

 

□
と
こ
ろ
 
咸
宜
公
民
館

 

□
内
容
 
講
座
﹁
食
の
安
全
・
安

心
に
つ
い
て
考
え
ま
し
ょ
う
﹂

 

□
問
い
合
わ
せ
 
日
田
地
区
母
親

大
会
実
行
委
員
会
／

 
☎
 
３
９
８
０

 

第
27
回
日
田
は
ぎ
の
園
開
園
祭

 

□
と
き︵
雨
天
決
行
︶
11
月
７
日
㈰

 

 
午
前
10
時
～
午
後
３
時

 

□
と
こ
ろ

 

 
日
田
は
ぎ
の
園
グ
ラ
ウ
ン
ド

 

□
内
容
 
ス
テ
ー
ジ
、
作
品
販
売
、

抽
選
会
、
ゲ
ー
ム
コ
ー
ナ
ー
、

出
店
な
ど

 

□
問
い
合
わ
せ
 
日
田
は
ぎ
の
園

︵
久
保
・
後
藤
・
赤
坂
︶／

 
☎
 
３
５
０
８

 

講
演
会
﹁
誰
も
が
安
心
で
き
る
ま

ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
﹂

 

□
と
き
 
11
月
14
日
㈰

 

 
午
後
２
時
～
開
演
︵
午
後
１
時

30
分
～
受
付
・
開
場
︶

 

□
と
こ
ろ
 
中
央
公
民
館
︵
文
化

セ
ン
タ
ー
︶
ホ
ー
ル

□
講
師
 
弁
護
士
 
徳
田
靖
之

氏

 

□
参
加
費
 
無
料
︵
要
整
理
券
︶

 

□
問
い
合
わ
せ
 
ツ
ー
カ
ー
ネ
ッ
ト
／

 ︵
ヒ
ュ
ッ
ゲ
︶
☎
 
４
０
０
０

 ︵
Ｂ
ｅ
ｅ
す
け
っ
と
︶

☎
 
７
８
９
７

問問

問

問

問

日
曜
公
証
遺
言
法
律
相
談

無
料

不
動
産
市
民
相
談
室
 
 
無
料

無
料
弁
護
士
相
談
会

相
 
談

10
月
18
日
か
ら
24
日
は

 
 
 
 
 
 
行
政
相
談
週
間

認
知
症
の
方
を
抱
え
る
家
族
・

介
護
者
へ
の
相
談
会
 
 
無
料

タ
ウ
ン

タ
ウ
ン

タ
ウ
ン

タ
ウ
ン
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【問い合わせ】社会保険課国保・年金係 ☎２２－８２７１（市役所１階）

医療費の払戻しに必要なもの

１．国民健康保険証

 ２．高齢受給者証（70歳～74歳）

 ３．印鑑

 ４．領収書

 ５．世帯主名義の口座

「限度額適用認定証」等の交付手続をすると

 入院時の医療費が自己負担限度額となります

  70歳未満の方と、70歳以上で市県民税非課税世帯の方が入院する場合、

自己負担額をあらかじめ軽くするためには「限度額適用認定証」「限度額

適用・標準負担額認定証」が必要となります。

  この認定証を病院の窓口に提示すれば、自己負担限度額までの支払と

なりますので、事前に、社会保険課、各振興局又は振興センターでの認

定証交付の手続をお勧めします。

◯ 現役並み所得者とは、前年の課税所得が145万円以上の方とその世帯に属する方です。

◯ 低所得Ⅱとは、世帯主及び国民健康保険加入世帯員全員が市県民税非課税の世帯の方です。

◯ 低所得Ⅰとは、世帯主及び国民健康保険加入世帯員全員が市県民税非課税で、前年の所得がゼロの世帯の方です。

 外来（個人単位）

自己負担限度額
区分

自己負担限度額

入院 ＋ 外来（世帯単位） 

44,400円（加算制度はありません） 

24,600円（    〃     ） 

15,000円（    〃     ） 

44,400円

12,000円

8,000円

現役並み所得者◯

一般世帯

低所得Ⅱの方◯

低所得Ⅰの方◯

多数該当の場合

44,400円
80,100円 医療費が267,000円を超えた場合は、
（医療費－267,000円）×１％を80,100円に加算

※

区分 自己負担限度額 多数該当の場合

上位所得者の方◯

一般世帯

市県民税非課税世帯

83,400円

44,400円

24,600円

※

※

②70歳以上の方で、国民健康保険の高齢受給者証をお持ちの方

  自己負担限度額表（月額）

◯上位所得者とは、国民健康保険加入世帯の総所得金額等が600万円を超える世帯の方です。

 また、所得の申告がない場合は、上位所得者とみなされます。

①70歳未満の方

  自己負担限度額表（月額）

自己負担限度額を超えたとき

・同じ月内に、同じ人が、同じ病院等（入院と外来は別々）で支払った自己負担額が上記、自己負担限度額を超

えた場合、その超えた額の払戻しを受けることができます。

・同じ月内に、同じ人が、同じ病院等（入院と外来は別々）で支払った自己負担額が21,000円以上になったと

きが同じ世帯で２回以上ある場合、それらの額を合算して上記の表中の自己負担限度額を超えた額の払戻しを

受けることができます。

 多数該当の場合

 過去12か月以内に、一つの世帯で高額療養費の支給を４回以上受けた場合は、医療費の負担を軽くするため、

４回目から自己負担限度額は、多数該当の場合の額になります。

150,000円 医療費が500,000円を超えた場合は、
（医療費－500,000円）×１％を150,000円に加算

 80,100円 医療費が267,000円を超えた場合は、
（医療費－267,000円）×１％を80,100円に加算

 35,400円（加算制度はありません）

 国民健康保険に加入している方の医療費負担が高額になったとき、市に申請すると「自己負担限度額」を超えた

額の払戻しを受けることができます。

※

※

※

※

1

2

※
3

1

2

3
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項   目 内容・持参するもの・その他とき（受付時間） 会  場

項   目 対  象 内容・持参するもの・その他とき（受付時間） 会  場

母子健康手帳交付

女性専用健康相談

４か月児健康診査

７か月児健康診査

１歳６か月児健康診査

３ 歳 児 健 康 診 査

２歳６か月児歯科相談
 （フッ素塗布） 

乳 幼 児 健 康 相 談
（すくすく相談）

市 内 全 域
成 人 健 康 相 談

（奇数月開催）

西 有 田 地 区
成 人 健 康 相 談

五 和 地 区
成人・乳幼児健康相談

※それぞれの健診は、どの会場でも受けられますので、いずれかの会場で一度受けてください。
※その他の乳幼児健康相談は、成人健康相談と同時実施です。詳細は下記を参照してください。   

※前津江、中津江、上津江、大山、鎌手、馬原、五馬、中川、小野、東有田、夜明地区での成人健康相談は、自治会を通じて
 お知らせします。健康手帳・健診結果をお持ちになって、是非、お越しください。

地域保健課健康支援係（ウェルピア１階） ☎24-3000   天瀬振興局市民福祉課   ☎57-8204
大山振興局市民福祉課 ☎52-3101   前津江振興局市民福祉課  ☎53-2111
中津江振興局市民福祉課 ☎54-3111   上津江振興局市民福祉課  ☎55-2011

【問い合わせ】

５日�・12日�
19日�

（9:00～16:00）

９日㈫
（13:00～13:30）

各振興局窓口
（予約制）

10日㈬
（13:00～13:30）

16日㈫
（13:00～13:30）

要予約制

市役所７階
大会議室

各振興局内の
会議室又は窓口

ウェルピア１階 妊  婦
（妊娠届出書を

お持ちの方）

平成22年６月20日
～７月19日

生まれ

市役所７階
大会議室

市役所７階
大会議室

平成22年
４月生まれ

19日㈮
（13:00～13:30）

19日㈮
（13:00～13:30）

天瀬公民館
東渓分館

19日㈮
（10:00～11:30）

17日㈬
（13:00～13:30）

市役所７階
大会議室

平成19年
７月生まれ

平成21年
３～４月生まれ

平成21年
４月生まれ

平成19年
６～７月生まれ

25日㈭
（10:00～11:00）

なかつえ
保育園

天瀬公民館
東渓分館

大山
保健センター

４日㈭
（12:30～13:00）

大分県日田
総合庁舎

４階大会議室

平成19年12月
～平成20年
５月生まれ

未就学児

ウェルピア１階

ウェルピア１階

26日㈮
（9:30～11:30）

西有田公民館

４日㈭
（9:30～11:30）

18日㈭
（9:00～11:00）

五和公民館

◇内容：母子健康手帳の交付、使い方や
 妊娠中の健康管理（保健師）などの説明
◇持参するもの：妊娠届出書
※左記の交付日に来られない方は、交付
 を希望する各窓口に事前に電話で予約
 して、お越しください。

◇内容：口腔チェック、フッ素塗布、ブ
ラッシング指導

◇料金：無料 ◇募集数：40人（先着順）
◇申込方法：大分県西部保健所（☎23-

3133）に電話で申込み

◇内容：身体計測、保健相談
◇持参するもの：母子健康手帳
※大山保健センターでは、栄養相談を行

います。
※中央児童館・天瀬児童館・前津江保健

センター・すぎっ子保育園では、11
月は行いません。 

◇内容：身体計測、内科・歯科診察、歯
や歯磨きの相談、栄養相談、保健相談

◇持参するもの：問診票、母子健康手帳、
 １歳６か月児健診の方は、幼児用歯ブ

ラシ
※歯を磨いてきてください。
※事前に封書で個別に通知します。11

月１日までに通知のない方は、受診す
る地域の振興局・市役所等に連絡して
ください。 

◇内容：身体計測、内科・整形外科診察、
 離乳食の相談、保健相談
◇持参するもの：母子健康手帳

◇内容：身体計測、内科診察、離乳食の
 相談、保健相談、歯磨きの指導、絵本
 の読み聞かせ
◇持参するもの：母子健康手帳 

◇内容：女性特有の健康上の悩みなどに関する相談
◇申込方法：電話で地域保健課健康支援係に予約

〈成人健康相談〉◇内容：血圧測定、検尿、体脂肪率測定、
生活習慣病などに関する相談

◇持参するもの：健康手帳、健診を受けた方は健診結果
〈妊産婦・乳幼児健康相談〉
◇内容：身体計測、発育・発達や育児の悩みなどの相談
◇持参するもの：母子健康手帳

◇内容：血圧測定、検尿、体脂肪率測定、生活習慣病
 などに関する相談（希望者はみそ汁の塩分測定）
◇持参するもの：健康手帳、みそ汁少々（希望者のみ） 



今
号
の
コ
ラ
ム
は
、
ロ
ウ
が
担
当
し
ま
す
。

ロ
ウ
と
ジ
ェ
ン
の

26

海外からのお便り海外からのお便り海外からのお便り

フ
ラ
ン
ス
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⑤

週末は家族で食事をしながらゆっくり過ごします

 

 
デ
ュ
マ
・
美
佳
さ
ん
の
フ
ラ
ン
ス
か

ら
の
お
便
り
を
お
送
り
し
ま
す
。

 
 
皆
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。

  
食
べ
物
が
い
つ
も
以
上
に
お
い
し
く

感
じ
る
季
節
に
な
り
ま
し
た
ね
。
そ
こ

で
、
今
回
は
フ
ラ
ン
ス
の
﹁
食
﹂
に
つ

い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

 

 
主
食
は
バ
ゲ
ッ
ト
。
こ
れ
は
、
一
本

70
cm
く
ら
い
あ
る
フ
ラ
ン
ス
パ
ン
で
す
。

  

フ
ラ
ン
ス
人
は
、
バ
ゲ
ッ
ト
の
焼
き

色
に
こ
だ
わ
り
が
あ
る
よ
う
で
、
店
頭

に
並
ん
で
い
る
パ
ン
は
、
そ
れ
ぞ
れ
焼

き
色
が
違
い
ま
す
。
昔
な
が
ら
の
伝
統

的
な
バ
ゲ
ッ
ト
は
、
し
っ
か
り
と
焼
き

色
が
付
い
て
い
て
、
外
は
カ
リ
ッ
と
香

ば
し
く
、
中
は
し
っ
と
り
感
が
あ
っ
て

と
て
も
お
い
し
い
で
す
。
ま
た
、
お
い

し
い
バ
ゲ
ッ
ト
に
は
、
カ
ッ
ト
し
た
と

き
、
切
り
口
の
断
面
に
大
小
の
不
規
則

な
気
泡
が
あ
り
ま
す
。

 

 
パ
リ
で
は
、
毎
年
、
バ
ゲ
ッ
ト
コ
ン

ク
ー
ル
が
行
わ
れ
、
優
勝
す
る
と
大
統

領
官
邸
に
１
年
間
パ
ン
を
届
け
る
こ
と

が
で
き
る
と
い
う
栄
誉
が
与
え
ら
れ
ま

す
。

  

そ
れ
か
ら
、
フ
ラ
ン
ス
で
は
朝
食
を

﹁
プ
チ
デ
ジ
ュ
ネ
﹂
と
い
い
ま
す
。
カ

ッ
ト
し
た
バ
ゲ
ッ
ト
を
オ
ー
ブ
ン
で
焼

い
て
、
バ
タ
ー
と
ジ
ャ
ム
を
塗
る
タ
ル

テ
ィ
ー
ヌ
と
コ
ー
ヒ
ー
や
オ
レ
ン
ジ
ジ

ュ
ー
ス
、
果
物
、
シ
リ
ア
ル
な
ど
を
一

緒
に
食
べ
る
の
が
定
番
で
す
。
フ
ラ
ン

ス
の
代
表
的
な
パ
ン
で
あ
る
ク
ロ
ワ
ッ

サ
ン
は
、
カ
ロ
リ
ー
が
高
い
の
で
、
た

ま
に
し
か
食
べ
ま
せ
ん
。

 

 
週
末
の
昼
食
、
夕
食
に
な
る
と
、
家

族
と
の
会
話
を
楽
し
む
た
め
に
実
家
へ

帰
り
、
ゆ
っ
く
り
し
た
ペ
ー
ス
で
２
時

間
く
ら
い
か
け
て
食
事
し
ま
す
。
食
前

酒
か
ら
始
ま
り
、
お
つ
ま
み
を
食
べ
な

が
ら
お
し
ゃ
べ
り
を
し
、
１
時
間
く
ら

い
た
っ
た
こ
ろ
、
前
菜
、
メ
イ
ン
、
チ

ー
ズ
、
デ
ザ
ー
ト
、
コ
ー
ヒ
ー
の
順
に

食
べ
る
の
で
、
お
腹
い
っ
ぱ
い
で
す
。

 

 
フ
ラ
ン
ス
人
は
、
と
に
か
く
お
し
ゃ

べ
り
好
き
で
、
よ
く
食
べ
ま
す
。
ま
た
、

エ
ス
カ
ル
ゴ
︵
か
た
つ
む
り
︶
、
ブ
ー

タ
ン
ノ
ア
ー
︵
豚
の
血
を
固
め
た
ソ
ー

セ
ー
ジ
︶
、
子
牛
の
脳
み
そ
を
使
っ
た

料
理
な
ど
、
意
外
と
お
い
し
い
料
理
を

考
え
る
の
で
、
感
心
し
ま
す
。

 

 
で
も
、
や
っ
ぱ
り
私
は
日
本
人
な
の

で
、
豆
腐
、
の
り
、
ご
飯
な
ど
の
和
食

が
一
番
好
き
で
す
。

  

 
日
田
に
住
ん
で

の
４
か
月
半
は
あ

っ
と
い
う
間
で
し

た
。

 

 
７
月
、
私
は
い
ろ
ん
な
と
こ
ろ
を
見

物
し
ま
し
た
。
こ
れ
ま 

で
中
国
の
大
都

市
で
暮
ら
し
て
い
た
私
は
、
き
れ
い
な

日
田
の
風
景
に
深
く
引
き
付
け
ら
れ
、

文
化
の
息
吹
を
深
く
感
じ
ま
し
た
。

 

 
特
に
豆
田
町
を
散
策
し
た
と
き
は
、

古
代
に
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
し
た
よ
う
な

感
じ
で
し
た
。
店
頭
の
装
飾
や
町
の
風

景
に
は
、
日
田
の
特
色
が
充
分
に
溶
け

込
ま
れ
て
い
ま
す
。

 

 
ま
た
、
三
隈
川
は
澄
み
き
っ
て
流
れ

て
い
る
し
、
顔
を
上
げ
て
見
渡
す
と
、

丘
と
青
空
に
囲
ま
れ
て
い
て
、
そ
の
景

色
は
、
人
の
心
を
動
か
す
ほ
ど
美
し
い

と
思
い
ま
し
た
。

 

 
そ
う
感
じ
た
理
由
の
一
つ
に
は
、
今

の
中
国
が
あ
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

都
市
化
を
推
進
し
、
農
村
が
減
少
し
て

い
る
中
国
で
過
ご
し
た
私
は
、
自
然
の

風
景
に
あ
こ
が
れ
て
い
た
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

 

 
と
こ
ろ
で
、
７
月
下
旬
の
梅
雨
が
過

ぎ
た
こ
ろ
、
私
は
部
屋
の
床
な
ど
に
湿

気
を
感
じ
な
か
っ
た
こ
と
に
気
付
き
ま

し
た
。

 

 
中
国
で
生
活
し
て
い
た
と
き
、
私
は
、

マ
ン
シ
ョ
ン
の
部
屋
で
梅
雨
に
な
る
と

湿
気
を
感
じ
て
い
た
こ
と
を
思
い
出
し
、

日
本
の
木
材
を
使
っ
た
家
の
快
適
さ
を

感
じ
ま
し
た
。

  

 
今
、
中
国
で
は
建
築
が
盛
ん
で
、
日

本
の
木
材
を
使
っ
た
内
装
な
ど
が
も
っ

と
増
え
る
と
い
い
な
と
思
い
ま
し
た
。

 

 
さ
て
、
８
月
に
入
っ
て
、
私
は
機
会

に
恵
ま
れ
て
日
田
の
小
学
生
や
別
府
の

大
学
生
と
の
キ
ャ
ン
プ
に
参
加
し
ま
し

た
。

 

 
小
学
生
た
ち
と
一
緒
に
食
事
を
し
た

り
、
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
国
際
文
化

を
学
ん
だ
り
、
朝
は
自
分
た
ち
で
部
屋

を
片
付
け
た
り
と
、
日
田
の
子
ど
も
た

ち
の
積
極
的
な
姿
や
規
則
正
し
い
生
活

態
度
が
心
に
残
り
ま
し
た
。
中
国
で
は

最
近
、
保
護
型
の
養
育
方
式
が
多
く
見

ら
れ
ま
す
が
、
日
本
で
は
、
子
ど
も
の

自
立
性
を
大
切
に
し
て
い
る
な
と
感
じ

ま
し
た
。

 

 
日
本
に
来
て
か
ら
の
暮
ら
し
は
、
目

で
、
肌
で
、
い
ろ
い
ろ
な
体
験
を
し
て
、

日
田
の
生
活
の
素
晴
ら
し
さ
を
感
じ
て

き
ま
し
た
。

 

 
こ
れ
か
ら
も
、
生
活
の
中
で
多
く
の

こ
と
を
体
験
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
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江戸時代の宿場の雰囲気を残している大内宿

 

 
認
知
症
は
、
従
来
、
痴
呆
と
呼
ば
れ
て

い
ま
し
た
。
し
か
し
、
痴
呆
と
い
う
言
葉

は
、
侮
辱
的
な
表
現
で
あ
る
上
に
、
痴
呆

に
な
る
と
何
も
分
か
ら
な
く
な
っ
て
し
ま

う
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
に
よ
る
恐
怖
心
や
恥

ず
か
し
さ
が
、
早
期
発
見
・
早
期
治
療
の

支
障
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

 

 
そ
の
た
め
、
痴
呆
に
代
わ
る
言
葉
と
し

て
、
平
成
16
年
か
ら
認
知
症
と
い
う
言
葉

が
使
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

 

 
認
知
症
と
は
、
加
齢
に
よ
る
物
忘
れ
や

判
断
力
の
低
下
と
は
全
く
別
の
も
の
で
、

脳
に
生
じ
た
病
気
か
ら
脳
細
胞
の
働
き
が

悪
く
な
っ
た
た
め
に
、
認
知
能
力
が
損
な

わ
れ
、
日
常
生
活
に
支
障
が
出
て
く
る
状

態
を
い
い
ま
す
。
認
知
症
を
引
き
起
こ
す

病
気
に
は
、
脳
細
胞
が
通
常
の
老
化
よ
り

も
急
速
に
縮
ん
で
い
く
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー

病
、
脳
梗
塞
な
ど
に
よ
り
血
管
が
詰
ま
っ

て
一
部
の
細
胞
が
死
ん
で
い
く
脳
血
管
性

認
知
症
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

 
 
認
知
と
は
、
五
感
を
通
じ
て
認
識
す
る
、

表
現
す
る
、
記
憶
す
る
な
ど
の
知
的
能
力

の
総
称
で
す
が
、
認
知
症
は
、
そ
れ
ら
の

機
能
が
す
べ
て
損
な
わ
れ
る
と
い
う
こ
と

で
は
決
し
て
あ
り
ま
せ
ん
。
実
際
に
は
、

認
知
能
力
の
う
ち
、
記
憶
能
力
の
一
部
が

損
な
わ
れ
る
こ
と
が
原
因
と
な
り
、
様
々

な
症
状
を
引
き
起
こ
し
て
い
る
も
の
で
あ

り
、
ほ
と
ん
ど
の
認
知
症
の
方
は
、
感
情

や
そ
の
ほ
か
の
能
力
は
正
常
で
す
。

 

 
そ
の
た
め
、
認
知
症
に
よ
る
異
常
な
言

動
で
、
そ
の
人
の
す
べ
て
が
お
か
し
く
な

っ
た
と
判
断
す
る
こ
と
は
間
違
い
で
あ
り
、

そ
の
よ
う
な
考
え
が
、
虐
待
な
ど
の
人
権

侵
害
を
生
み
出
す
結
果
と
な
っ
て
い
ま
す
。

 

 
物
忘
れ
に
よ
る
失
敗
や
今
ま
で
で
き
て

い
た
家
事
や
仕
事
が
う
ま
く
で
き
な
い
等
、

認
知
症
の
症
状
に
最
初
に
気
付
く
の
は
当

事
者
で
す
。
そ
の
と
き
の
不
安
や
苦
し
み

は
、
想
像
を
絶
す
る
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。

当
事
者
の
心
の
状
態
を
理
解
し
、
早
期
発

見
と
早
期
診
断
に
努
め
る
こ
と
が
、
当
事

者
の
不
安
や
混
乱
を
解
消
し
、
認
知
症
の

進
行
を
緩
や
か
に
し
ま
す
。

 

 
認
知
症
は
、
誰
も
が
か
か
る
可
能
性
の

あ
る
病
気
で
す
。
85
歳
以
上
で
は
、
４
人

に
１
人
が
か
か
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

  

認
知
症
に
な
っ
て
も
、
で
き
る
限
り
そ

の
人
ら
し
く
生
活
で
き
る
よ
う
に
、
そ
し

て
、
認
知
症
の
方
や
家
族
が
地
域
の
中
で

安
心
し
て
暮
ら
し
て
い
け
る
よ
う
に
、
私

た
ち
一
人
ひ
と
り
が
、
認
知
症
に
つ
い
て

正
し
く
理
解
し
、
支
援
し
て
い
く
こ
と
が

大
切
で
す
。

︻
問
い
合
わ
せ
︼
市
人
権
啓
発
セ
ン
タ
ー

☎
 
８
０
１
７
︵
市
役
所
別
館
１
階
︶

認
知
症
を
正
し
く
理
解
し
、
認
知
症
の

方
の
尊
厳
を
守
り
ま
し
ょ
う

南会津の大内宿を訪ねて

ち

ほ
う

ぶ
じ
ょ
く

かやぶき

しもつけ

とち

  いつか行ってみたいと思って

いた福島県の南会津、大内宿に

行きました。

  私は10年ほど前、東京にあ

る総務省の自治大学校というと

ころに３か 月入学しました。そ

のときの同窓生の会が福島県二本松市であり、大内

宿を訪れる機会を得ました。

  大内宿は、会津若松市から車で約１時間、大変な

山の中です。江戸時代に日光と会津若松を結ぶ街道

（下野街道）の宿場として栄えたところですが、明

治になり、時代の流れに取り残され、寒村になりま

した。しかし、これが幸いし、古い茅葺の家並みが

残り、昭和56年に重要伝統的建造物群保存地区の指

定を受けています。豆田地区は平成16年ですから、

だいぶん先輩です。

  何もない山間の駐車場に車を止め、谷川を渡って

５分ほど歩くと、大内宿が見えてきました。幅が約

７メートル、距離が500メートルほどの未舗装の道

の両側に、茅葺の屋根が連なっています。町は、昔

の宿場町が再現され、押すな押すなの人並みです。

思わず「えー、こんな山の中に」と驚きの声が出ま

した。また、天領まつりの豆田のような人出で、茅

葺の家々には、地元のお年寄りがお土産を並べてい

ます。名物は、太ネギ１本をはし代わりにして食べ

るそばや栃もちでしたが、残念なのは、お土産の多

くが地域外の専門業者のものでした。

  紅葉や春のシーズンには、駐車場に入るのに２時

間待ちぐらいになるそうです。年間の観光客は約

100万人、交通が不便でも観光客は訪れるという見

本のような地です

が、地域の特産品

をもっと作って販

売すれば、高齢化

率30％を超える町

の活性化につなが

るのではないかと

思いました。

おおうちじゅく
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津
江
町
兵
戸
、
か
み
つ
え
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
パ
ー
ク
の
先
か
ら
ス
ー
パ

ー
林
道
に
入
っ
た
菊
池
市
と
の
県
境
付
近
の
国
有
林
内
に
﹁
山
伏
さ

ま
﹂
と
呼
ば
れ
る
社
が
あ
る
。
今
か
ら
８
０
０
年
前
の
１
２
１
０
年
、
修
験

僧
、
真
角
坊
を
祭
っ
た
と
称
す
る
石
像
１
体
、
そ
の
他
の
石
像
２
体
が
祭
祀

さ
れ
て
い
る
。

 

 
こ
の
社
の
中
に
、
幹
ま
わ
り
約
5.5
ⅿ
有
り
、
樹
齢
数
１
０
０
年
以
上
と
推

定
さ
れ
る
老
古
杉
が
あ
る
。
こ
の
杉
は
、
根
元
か
ら
３
本
の
大
き
な
幹
に
分

か
れ
て
い
る
姿
が
、
根
の
形
状
に
見
え
る
と
こ
ろ
か
ら
﹁
さ
か
さ
杉
﹂
と
呼

ば
れ
て
お
り
、
逆
さ
に
植
え
ら
れ
た
も
の
と
い
う
言
い
伝
え
が
あ
る
。

 

 
こ
の
社
か
ら
少
し
登
っ
た
県
境
の
稜
線
に
﹁
う
し
ろ
飛
び
岩
﹂
と
呼
ば
れ

る
巨
岩
が
あ
り
、
真
角
坊
を
は
じ
め
と
す
る
多
数
の
山
伏
が
、
後
、
前
、
横

と
飛
び
移
り
、
昇
り
降
り
し
て
修
行
し
た
と
言
い
伝
え
ら
れ
る
岩
が
あ
る
。

昔
こ
の
辺
り
一
帯
が
修
験
道
の
霊
場
で
あ
り
、
英
彦
山
と
阿
蘇
を
結
ぶ
山
岳

信
仰
の
聖
域
で
あ
っ
た
こ
と
が
伺
え
る
。
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阿部 久壽男さん

  この作品は、国東半島にある伝統的な六郷満山の峰入りを

撮影したものです。朝から晩まで６日間歩き続けた僧侶たちが、

峰から里路に下ったとき大勢の村人が接待し拝んでいるのを

見て、何百年もの間、仏の里を守ってきたのは、村人の信仰

の深さではないかと、その歴史に感動し写真に収めました。

  写真を始めて８年目。私にとって写真とは、趣味、そして

生きがいなのです。
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